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Unified Managerのレポート機能
Active IQ Unified Manager（旧OnCommand Unified Manager）では、ONTAPストレージ システ
ムに関するレポートを表示、カスタマイズ、ダウンロード、およびスケジュール設定できま
す。レポートには、ストレージ システムの容量、健全性、パフォーマンス、保護関係に関
する詳細を表示できます。
Active IQ Unified Manager 9.6で導入された新しいUnified Managerレポート機能およびスケ
ジュール設定機能は、Unified Managerバージョン9.5で廃止された以前のレポート作成エンジ
ンに代わるものです。
ネットワークをさまざまな側面（ビュー）から確認することで、容量、健全性、パフォーマ
ンス、保護データに関する実用的な情報を得ることができます。このビューは、列の表示 /
非表示の切り替えと並べ替え、データのフィルタリングとソート、結果の検索によってカス
タマイズできます。カスタム ビューは、再利用できるように保存したり、レポートとして
ダウンロードしたりできるほか、定期レポートとしてスケジュール設定してEメールで配布
することができます。

レポートを生成するためのアクセス ポイント
クラスタに関する情報をUnified Managerで収集して、UI、MySQLデータベース クエリ、REST
APIからレポートを作成できます。
このガイドでは、Unified ManagerのUIを使用したレポート作成とスケジュール設定について
説明します。
Unified Managerが提供するレポート機能には、次の3つの方法でアクセスできます。

• UIのインベントリ ページからデータを直接抽出する。

• Open Database Connectivity（ODBC）およびODBCのツールを使用して、使用可能なすべ
てのオブジェクトにアクセスする。

• Unified Manager REST APIを使用して確認したい情報を取得する。

関連概念

レポート作成に使用できるUnified Manager REST API（6ページ）
カスタム レポートを作成するためのUnified Managerデータベースへのアクセス（5ペー
ジ）

カスタム レポートを作成するためのUnified Managerデータベースへのアクセ
ス

Unified Managerでは、監視対象のクラスタからのデータをMySQLデータベースを使用して格
納します。データはMySQLデータベースのさまざまなスキーマに永続化されます。
次のデータベースからすべてのテーブルのデータを使用できます。

データベース 説明
netapp_model_view ONTAPコントローラのオブジェクトに関するデータ。
netapp_performance クラスタ固有のパフォーマンス カウンタ。
ocum Unified Managerのアプリケーション データ、およびUIで一部の

派生フィールドのフィルタ、ソート、計算に使用される情報。
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データベース 説明
ocum_report インベントリの構成と容量関連の情報のデータ。
ocum_report_birt 上記と同じデータ。このデータベースは組み込みのBIRTレポー

トで使用されます。
opm パフォーマンスの設定としきい値の情報。
scalemonitor Unified Managerのアプリケーションの健全性とパフォーマンス

の問題に関するデータ。

レポート スキーマ ロールを持つデータベース ユーザは、これらのテーブル内のデータにア
クセスしてレポートを作成できます。このユーザには、レポートおよびその他のデータベー
ス ビューにUnified Managerデータベースから直接アクセスするための読み取り専用アクセ
スが付与されます。ユーザ データやクラスタのクレデンシャル情報を含むテーブルにアク
セスするための権限は付与されないことに注意してください。
詳細については、Unified Managerのレポートに関するテクニカル レポート（TR-4565）を参
照してください。

レポート作成に使用できるUnified Manager REST API

REST APIを使用すると、Unified Managerで収集された健全性、容量、パフォーマンスの情報
を確認することができ、クラスタの管理に便利です。
REST APIはSwagger Webページから利用できます。Unified Manager REST APIドキュメント
を表示する場合、およびAPIを手動で呼び出す場合は、Swagger Webページにアクセスしま
す。Unified Manager Web UIのメニュー バーで、[ヘルプ]ボタンをクリックし、[API ドキュ
メント]を選択します。
REST APIにアクセスするには、オペレータ、ストレージ管理者、管理者のいずれかのロー
ルが必要です。

レポートの概要
レポートにはストレージ、ネットワーク、サービス品質、および保護関係に関する詳細情報
が表示されます。この情報を基に、潜在的な問題を発生前に特定して解決することができま
す。
レポートは、PDFファイルまたはCSVファイルとしてダウンロードできます。ビューをカス
タマイズした場合は、再利用できるように名前を付けて保存できます。また、カスタマイズ
したビューに基づいてレポートを定期的に実行するようにスケジュール設定し、他のユーザ
と共有できます。
スケジュールされたすべてのレポートを[スケジュール済みレポート]ページから管理できま
す。
注：レポートを操作するには、管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

ビューとレポートの関係の概要
ビューおよびインベントリ ページをダウンロードまたはスケジュール設定したものがレ
ポートです。
ビューとインベントリ ページはカスタマイズして保存し、再利用することができます。
Unified Managerで表示できるほぼすべての情報を、レポートとして保存、再利用、スケジュー
ル設定、共有できます。
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[表示]ドロップダウンで削除アイコンのある項目は、自分または他のユーザが作成した既存
のカスタム ビューです。アイコンのない項目は、Unified Managerのデフォルト ビューです。
デフォルト ビューを変更または削除することはできません。
注：リストからカスタム ビューを削除すると、そのビューを使用するスケジュール済みレ
ポートもすべて削除されます。カスタム ビューを変更した場合、そのビューを使用する
レポートに変更が反映されるのは、レポート スケジュールに従って次回レポートが生成
されてEメールで送信されるときです。

削除アイコンが表示され、ビューやスケジュール済みレポートを変更したり削除したりでき
るのは、管理者ロールまたはストレージ管理者ロールのユーザだけです。

レポートの種類
以下は、レポートとしてカスタマイズ、保存、ダウンロード、およびスケジュール設定が可
能なビューとインベントリ ページの一覧です。

Active IQ Unified Managerのレポート

タイプ ストレージまたはネットワーク オブジェク
ト

容量 クラスタ
アグリゲート
ボリューム
qtree

健全性 クラスタ
ノード
アグリゲート
SVM

ボリューム
NFSエクスポート
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タイプ ストレージまたはネットワーク オブジェク
ト

パフォーマンス クラスタ
ノード
アグリゲート
SVM

ボリューム
LUN

NVMeネームスペース
LIF

ポート
QoSポリシー グループ 従来のQoSポリシー グループ

アダプティブQoSポリシー グループ
NSLMパフォーマンスSLOポリシー

ボリュームの保護関係（［ボリューム］ペー
ジから）

すべての関係
過去1カ月の転送ステータス
過去1カ月の転送速度

レポート機能の制限事項
Active IQ Unified Managerの新しいレポート機能には、注意が必要な制限事項があります。

以前のバージョンのUnified Managerで作成した既存のレポート
スケジュールと受信者を編集できるのは、Unified Manager 9.5以前のリリースで作成および
インポートされた既存のレポート（.rptdesignファイル）のみです。Unified Manager 9.5以前
の標準レポートをカスタマイズしたレポートは、新しいレポート ツールにインポートされ
ません。
.rptdesignファイルからインポートした既存のレポートを編集する必要がある場合は、次のい
ずれかの操作を実行して、インポートしたレポートを削除してください。

• 新しいビューを作成し、作成したビューからレポートをスケジュールする（推奨）

• レポート上にカーソルを置き、SQLをコピーして、外部ツールを使用してデータを抽出
する

デフォルト ビューは、カスタマイズしなくてもレポートとして生成できます。カスタム レ
ポートは、新しいレポート機能を使用して再作成できます。

スケジュールとレポートの関係
保存したレポートごとに、受信者を任意に組み合わせて複数のスケジュールを作成できま
す。ただし、同じスケジュールを複数のレポートで再利用することはできません。

レポートの保護
適切な権限があるユーザであれば、誰でもレポートを編集または削除できます。保存した
ビューやスケジュールを、他のユーザが削除または変更できないようにする方法はありませ
ん。
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イベント レポート
イベント ビューをカスタマイズしてレポートをCSV形式でダウンロードすることはできま
すが、イベント レポートを繰り返し生成して配信するようにスケジュール設定することは
できません。

レポートの添付
レポートをEメールの本文として送信することはできません。レポートはPDFまたはCSV形
式の添付ファイルとして送信されます。
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レポートの操作
必要なインベントリ ページのビューを見つけて、共有可能なスケジュール済みレポートに
カスタマイズする方法について説明します。

レポート ワークフロー
以下は、レポートのワークフローに関するデシジョン ツリーです。

レポートのクイック スタート
サンプルのカスタム レポートを作成して、各ビューの内容とレポートのスケジュール設定
について学びます。このクイック スタートのレポートでは、アクセス頻度の低いコールド
データが相当量あり、クラウド階層への移動を検討するボリュームを特定します。[パ
フォーマンス / すべてのボリューム]ビューを開き、フィルタと列を使用してビューをカスタ
マイズし、カスタム ビューをレポートとして保存し、レポートを週1回共有するようにスケ
ジュール設定します。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
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• FabricPoolアグリゲートを設定しておく必要があります。また、それらのアグリゲート上
にボリュームが必要です。

タスク概要

以下の手順に従って、次の操作を実行します。

• デフォルト ビューを開く

• データをフィルタおよびソートで列をカスタマイズする

• ビューを保存する

• カスタム ビューに対して生成されるようにレポートをスケジュール設定する

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [ボリューム]をクリックします。

2. [表示]メニューで、[パフォーマンス] > [すべてのボリューム]を選択します。

3.  表示 / 非表示をクリックして、「ディスク タイプ」列がビューに表示されていることを
確認します。

列を追加または削除して、レポートに必要なフィールドを含むビューを作成します。

4. 「ディスク タイプ」列を「クラウドの推奨事項」列の横にドラッグします。

5. フィルタ アイコンをクリックして次の3つのフィルタを追加し、[フィルタを適用]をク
リックします。

• ディスク タイプにfabricpoolが含まれる

• クラウドに関する推奨事項に階層が含まれる

• コールド データが10GBを超える
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6. [コールド データ]列の上部をクリックして結果をソートし、コールド データの量が最も
多いボリュームがビューの先頭に表示されるようにします。

7. ビューをカスタマイズすると、ビュー名が「保存されていないビュー」になります。
ビューの内容を表す名前に変更します（例：「Vols change tiering policy」）。チェック マー
クをクリックするか、Enterキーを押してビューを新しい名前で保存します。

8. レポートをCSVファイルまたはPDFファイルとしてダウンロードし、スケジュール設定
または共有する前に内容を確認します。
Microsoft Excel（CSV）やAdobe Acrobat（PDF）などのインストールされているアプリ
ケーションでファイルを開くか、またはファイルを保存します。

9. インベントリ ページの [スケジュール済みレポート]ボタンをクリックします。オブ
ジェクト（ここではボリューム）に関連するすべてのスケジュール済みレポートがリス
トに表示されます。

10. 新しいレポートのスケジュールを定義できるよう、[スケジュールの追加]をクリックして
[スケジュール済みレポート]ページに新しい行を追加します。

11. レポートの名前を入力し、その他のレポート フィールドに情報を入力して、行の末尾に
あるチェック マーク（ ）をクリックします。
テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リ
スト内の受信者にEメールで送信されます。
CSV形式のサンプル レポートを次に示します。

PDF形式のサンプル レポートを次に示します。
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次のタスク

レポートに表示された結果を基に、ONTAP System ManagerまたはONTAP CLIを使用して、
特定のボリュームの階層化ポリシーを「自動」または「すべて」に変更し、より多くのコー
ルド データをクラウド階層にオフロードできます。

スケジュール済みレポートの検索
スケジュール済みレポートは、名前、ビュー名、オブジェクト タイプ、または受信者で検
索できます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[スケジュール済みレポート]をクリックします。

2. [スケジュール済みレポートの検索]テキスト フィールドを使用します。

レポートを検索する条件 操作

スケジュール名 レポート スケジュール名の一部を入力します。

ビュー名 レポート ビュー名の一部を入力します。デフォルト ビューとカス
タム ビューがビュー リストに表示されます。

受信者 Eメール アドレスの一部を入力します。

ファイル タイプ 「PDF」または「CSV」と入力します。

3. 列見出しをクリックすると、レポートをその列（スケジュール名や形式など）の昇順ま
たは降順でソートできます。

レポートのカスタマイズ
さまざまな方法でビューをカスタマイズすることで、ONTAPクラスタの管理に必要な情報
をすべて含んだレポートを作成することができます。
デフォルトのインベントリ ページまたはカスタム ビューをベースに、列の追加や削除、列
の順序変更、データのフィルタリング、特定の列での昇順または降順のソートなどを行い、
カスタマイズします。
注：レポートを操作するには、管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

列のカスタマイズ
 表示 / 非表示を使用して、レポートで使用する列を選択します。インベントリ ページでは
列をドラッグして並べ替えることができます。

手順

1.  表示 / 非表示をクリックして列を追加または削除します。
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2. インベントリ ページで、列をドラッグしてレポートで必要な順序に並べ替えます。

3. ビューに名前を付けて変更を保存します。

データのフィルタリング
要件を満たすレポートを作成するには、データをフィルタリングします。フィルタリングす
ることで関心のあるデータのみを表示できます。

手順

1. フィルタ アイコンをクリックして、希望する情報だけを表示するフィルタを追加し、
[フィルタを適用]をクリックします。

2. ビューに名前を付けて変更を保存します。

データのソート
結果をソートするには、列をクリックし、昇順または降順を指定します。データをソートす
ることで、レポートに必要な情報に優先順位を付けることができます。

手順

1. 列の見出しをクリックして、最も重要な情報がビューの先頭に表示されるように結果を
ソートします。

2. ビューに名前を付けて変更を保存します。
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検索を使用したビューの絞り込み
目的のビューが表示されたら、検索フィールドを使用して、レポートに必要な情報に合わせ
て結果をさらに絞り込むことができます。

手順

1. レポートのベースとして使用するカスタム ビューまたはデフォルト ビューを開きます。

2. 検索フィールドを使用してビューに表示されるデータを絞り込みます。表示されている
任意の列の部分データを入力できます。たとえば、名前に「US_East」を含むノードを検
索するには、全ノードのリストを絞り込むことができます。
検索結果はカスタム ビューに保存され、スケジュール済みレポートで使用されます。

3. ビューに名前を付けて変更を保存します。

レポートのダウンロード
レポートをダウンロードして、データをカンマ区切り値（CSV）ファイルまたはPDFファイ
ルとしてローカル ドライブまたはネットワーク ドライブに保存できます。CSVファイルは
Microsoft Excelなどのスプレッドシート アプリケーションで、PDFファイルはAdobe Acrobat
などのリーダーで開くことができます。

手順

1. をクリックして、次のいずれかの方法でレポートをダウンロードします。

選択 目的

CSV レポートをCSVファイルとしてローカル ドライブまたはネット
ワーク ドライブに保存します。

PDF レポートをPDFファイルとしてローカル ドライブまたはネット
ワーク ドライブに保存します。
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レポートのスケジュール設定
レポートとして再利用して共有したいビューがある場合は、Active IQ Unified Managerを使用
してそのレポートをスケジュール設定できます。スケジュールしたレポートに対しては、そ
れぞれ受信者や配信頻度を変更するなどの管理操作を実行できます。
Unified Managerでは、ほとんどのビューまたはインベントリ ページをスケジュール設定でき
ます。ただしイベントだけは例外で、CSVファイルとしてダウンロードすることはできます
が、スケジュール設定して再生成および共有することはできません。また、ダッシュボー
ド、お気に入り、設定ページは、ダウンロードもスケジュール設定もできません。
組み込みのビューとカスタマイズしたビューはスケジュール設定できます。送信するファ
イル タイプとしてCSVまたはPDFを選択できます。初めてスケジュール設定したときにレ
ポートをダウンロードして自身を唯一の受信者として割り当てると、受信者にレポートがど
う表示されるかを確認できます。

レポートのスケジュール設定
スケジュールを設定してレポートとして定期的に生成および配布するビューを決定したら、
レポートのスケジュールを設定できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• レポート作成エンジンがリスト内の受信者にUnified ManagerサーバからEメールの添付
ファイルとしてレポートを送信できるように、[セットアップ/通知]ページでSMTPサーバ
を設定しておく必要があります。

• 生成されたEメールによる添付ファイルの送信を許可するよう、Eメール サーバを設定す
る必要があります。

タスク概要

次の手順を実行して、ビューに対して生成するレポートをテストし、スケジュール設定しま
す。使用するビューを選択またはカスタマイズします。この手順ではLIFのパフォーマンス
を表示するネットワーク ビューを使用しますが、任意のビューを使用できます。

手順

1. ビューを開きます。この例では、LIFのパフォーマンスを表示するデフォルトのネット
ワーク ビューを使用します。左側のナビゲーション ペインで、[ネットワーク] > [LIF]を
クリックします。

2. 必要に応じてビューをカスタマイズします。

3. ビューをカスタマイズしたら、[ビュー]フィールドに一意の名前を入力し、チェック マー
クをクリックして保存できます。

4. レポートをCSVファイルまたはPDFファイルとしてダウンロードし、スケジュール設定
または共有する前に内容を確認します。
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Microsoft Excel（CSV）やAdobe Acrobat（PDF）などのインストールされているアプリ
ケーションでファイルを開きます。

5. レポートに問題がなければ、 [スケジュール済みレポート]をクリックします。

6. [スケジュール済みレポート]ページで、[スケジュールの追加]をクリックします。

7. デフォルト名（ビュー名と頻度を組み合わせたもの）をそのまま使用するか、[スケジュー
ル名]をカスタマイズします。

8. スケジュール済みレポートをテストするには、自分だけを受信者として追加します。問
題がなければ、すべてのレポート受信者のEメール アドレスを追加します。

9. 頻度（[毎日]または[毎週]）を指定し、[毎週]を指定した場合は曜日を指定します。レポー
トを生成して受信者に配布する時刻も指定します。

10. 形式（[PDF]または[CSV]）を選択します。

11. チェック マークをクリックしてレポート スケジュールを保存します。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リ
スト内の受信者にEメールで送信されます。

インポートした.rptdesignレポートのスケジュール設定
以前のリリースのUnified Managerで作成およびインポートした既存のレポートをスケ
ジュールできます。

タスク概要

インポートしたレポートをスケジュール設定する場合の要件は次の通りです。

• 以前のUnified Managerリリースで設計し、インポートした.rptdesignファイル レポート

• Unified Manager 9.6 GA以降にアップグレードする場合に該当

Unified Manager 9.6 GA以降にアップグレードすると、[スケジュール済みレポート]ページに
インポートしたレポートが表示されます。これらのレポートのスケジュールを編集して、受
信者のEメール アドレスsと頻度を指定できます。これらの編集をしていないレポートは、
Unified Manager UIで編集または表示できません。

手順

1. [スケジュール済みレポート]ページを開きます。インポートしたレポートがある場合、次
のようなメッセージが表示されます。

2. ビュー名をクリックして、レポートの生成に使用されているSQLクエリを表示します。
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3. [詳細]アイコン をクリックし、[編集]をクリックしてレポート スケジュールの詳細を
定義し、レポートを保存します。

注：[詳細]アイコン を使用して不要なレポートを削除することもできます。

レポート スケジュールの管理
[スケジュール済みレポート]ページからレポート スケジュールを管理できます。既存のス
ケジュールは、表示、変更、または削除することができます。

開始する前に

注：[スケジュール済みレポート]ページから新しいレポートをスケジュール設定すること
はできません。スケジュール済みレポートは、オブジェクト インベントリ ページからの
み追加できます。

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[スケジュール済みレポート]をクリックします。

2. [スケジュール済みレポート]で、次の操作を実行します。

状況 操作

既存のスケジュールを表示
する

スクロール バーとページ コントロールを使用して、既存のレポー
トのリストをスクロールします。

既存のスケジュールを編集
する

a. 目的のスケジュールの詳細アイコン（ ）をクリックします。

b. [編集]をクリックします。

c. 必要な変更を行います。

d. チェック マークをクリックして変更を保存します。
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状況 操作

既存のスケジュールを削除
する

a. 目的のスケジュールの詳細アイコン（ ）をクリックします。

b. [削除]をクリックします。

c. 操作を確定します。

スケジュール済みレポートの編集
スケジュールを設定したレポートは、[スケジュール済みレポート]ページで編集できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[スケジュール済みレポート]をクリックします。

注：適切な権限があれば、システム内のすべてのレポートとそのスケジュールを変更
できます。

2. 変更するスケジュールの詳細アイコン をクリックします。

3. [編集]をクリックします。

4. 変更できる項目は、レポート スケジュールの[スケジュール名]、[受信者]リスト、[頻度]、
[日]（週次スケジュールの場合）、[時間]、および[フォーマット]です。

5. 完了したら、チェック マークをクリックして変更を保存します。

スケジュール済みレポートの削除
スケジュール設定されたレポートは、[スケジュール済みレポート]ページで削除できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[スケジュール済みレポート]をクリックします。
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注：適切な権限があれば、システム内のすべてのレポートとそのスケジュールを削除
できます。

2. 削除するスケジュールの詳細アイコン をクリックします。

3. [削除]をクリックします。

4. 操作を確定します。
スケジュール済みレポートがリストから削除され、設定されたスケジュールで生成およ
び配布されなくなります。
インベントリ ページからカスタム ビューを削除すると、そのビューを使用するスケ
ジュール済みレポートも削除されます。
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サンプルのカスタム レポート
以下に記載するサンプルのカスタム レポートを使用して、潜在的な問題を発生前に特定し
て対処することができます。
レポート リストはすべてのレポートを網羅しているわけではなく、今後も増えていきます。
このセクションに追加して欲しいカスタム レポートがあれば、ドキュメントに関する
フィードバックの形で提案していただくことができます。
注：レポートを操作するには、管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

クラスタ ストレージ レポートのカスタマイズ
このセクションのクラスタ ストレージ レポートは、それぞれのストレージ システム リソー
スの監視に役立つクラスタ容量に関するレポートの作成方法を説明するためのサンプルで
す。

容量をクラスタ モデル別に表示するレポートの作成
クラスタのストレージ容量と利用率をストレージ システム モデルに基づいて分析するため
のレポートを作成できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

次の手順に従って、クラスタ モデル別に容量を表示するカスタム ビューを作成し、その
ビューのレポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [クラスタ]をクリックします。

2. [表示]メニューで、[容量] > [すべてのクラスタ]を選択します。

3. [表示 / 非表示]を選択して、レポートに不要な列（「クラスタ FQDN」や「OS バージョ
ン」など）を削除します。

4. 「合計物理容量」列、「モデル / ファミリー」列、および3つのアグリゲート列を、「クラス
タ」列の近くにドラッグします。

5. 「モデル / ファミリー」列の上部をクリックして、結果をクラスタ タイプでソートしま
す。

6. ビューの内容を表す名前でビューを保存します（例：「Capacity by Cluster Model」）。

7. インベントリ ページの [スケジュール済みレポート]ボタンをクリックします。

8. 新しいレポートのスケジュールを定義できるよう、[スケジュールの追加]をクリックして
[スケジュール済みレポート]ページに新しい行を追加します。

9. レポート スケジュールの名前を入力し、他のレポート フィールドに情報を入力して、行
の末尾にあるチェック マーク（ ）をクリックします。
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テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リ
スト内の受信者にEメールで送信されます。

次のタスク

レポートに表示された結果を基に、特定のクラスタに容量を追加したり、古いクラスタ モ
デルをアップグレードしたりすることができます。

未割り当てのLUN容量が最も多いクラスタを特定するレポートの作成
未割り当てのLUN容量が最も多い（0.5TBを超える）クラスタを検出するレポートを作成し
て、ワークロードを追加できる場所を特定できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

次の手順に従って、未割り当てのLUN容量が最も多いクラスタを表示するカスタム ビュー
を作成し、そのビューのレポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [クラスタ]をクリックします。

2. [表示]メニューで、[容量] > [すべてのクラスタ]を選択します。

3. [表示 / 非表示]を選択して、レポートに不要な列を削除します。

4. 「未割り当ての LUN 容量」列を「HA ペア」列の近くにドラッグします。

5. フィルタ アイコンをクリックして次のフィルタを追加し、[フィルタを適用]をクリック
します。

• 未割り当てのLUN容量が0.5TBを超えている

6. 「未割り当ての LUN 容量」列の上部をクリックして、未割り当てLUN容量が多い順に結
果をソートします。

7. ビューの内容を表す名前でビューを保存し（例：「Most unallocated LUN capacity」）、チェッ
ク マーク（ ）をクリックします。

8. インベントリ ページの [スケジュール済みレポート]ボタンをクリックします。

9. 新しいレポートのスケジュールを定義できるよう、[スケジュールの追加]をクリックして
[スケジュール済みレポート]ページに新しい行を追加します。

10. レポート スケジュールの名前を入力し、他のレポート フィールドに情報を入力して、行
の末尾にあるチェック マーク（ ）をクリックします。
テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リ
スト内の受信者にEメールで送信されます。

次のタスク

レポートに表示された結果を基に、クラスタの未割り当てLUN容量を使用できます。
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使用可能な容量が最も多いHAペアを表示するレポートの作成
新しいボリュームやLUNのプロビジョニングに使用できる容量が最も多いハイアベイラビ
リティ（HA）ペアを検出するレポートを作成できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

次の手順に従って、新しいボリュームやLUNのプロビジョニングに使用できる容量が多い順
にHAペアをソートして表示するカスタム ビューを作成し、そのビューのレポートを生成す
るようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [クラスタ]をクリックします。

2. [表示]メニューで、[容量] > [すべてのクラスタ]を選択します。

3. [表示 / 非表示]を選択して、レポートに不要な列を削除します。

4. 「アグリゲート - 未使用容量」列を「HA ペア」列の近くにドラッグします。

5. フィルタ アイコンをクリックして次のフィルタを追加し、[フィルタを適用]をクリック
します。

• アグリゲートの未使用容量が0.5TBを超えている

6. 「アグリゲート - 未使用容量」列の上部をクリックして、未使用のアグリゲート容量が多
い順に結果をソートします。

7. ビューの内容を表す名前でビューを保存し（例：「Least used aggregate capacity」）、チェッ
ク マーク（ ）をクリックします。

8. インベントリ ページの [スケジュール済みレポート]ボタンをクリックします。

9. 新しいレポートのスケジュールを定義できるよう、[スケジュールの追加]をクリックして
[スケジュール済みレポート]ページに新しい行を追加します。

10. レポート スケジュールの名前を入力し、他のレポート フィールドに情報を入力して、行
の末尾にあるチェック マーク（ ）をクリックします。
テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リ
スト内の受信者にEメールで送信されます。

次のタスク

レポートに表示された結果を基に、アグリゲートの容量に応じてHAペアのバランスを調整
できます。

古いバージョンのONTAPを実行しているノードを表示するレポートの作成
すべてのクラスタ ノードにインストールされているONTAPソフトウェアのバージョンを表
示するレポートを作成して、アップグレードが必要なノードを確認できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
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タスク概要

次の手順に従って、古いバージョンのONTAPを実行しているノードを表示するカスタム
ビューを作成し、そのビューのレポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [ノード]をクリックします。

2. [表示 / 非表示]を選択して、レポートに不要な列を削除します。

3. 「OS バージョン」列を「ノード」列の近くにドラッグします。

4. 「OS バージョン」列の上部をクリックして、ONTAPのバージョンが古い順に結果をソー
トします。

5. ビューの内容を表す名前でビューを保存します（例：「Nodes by ONTAP version」）。

6. インベントリ ページの [スケジュール済みレポート]ボタンをクリックします。

7. 新しいレポートのスケジュールを定義できるよう、[スケジュールの追加]をクリックして
[スケジュール済みレポート]ページに新しい行を追加します。

8. レポート スケジュールの名前を入力し、他のレポート フィールドに情報を入力して、行
の末尾にあるチェック マーク（ ）をクリックします。
テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リ
スト内の受信者にEメールで送信されます。

次のタスク

レポートに表示された結果を基に、古いONTAPバージョンを実行しているノードをアップ
グレードできます。

アグリゲート容量レポートのカスタマイズ
以下に記載するサンプルのカスタム レポートを使用して、アグリゲートのストレージ容量
に関連する潜在的な問題を特定して対処することができます。
このセクションのレポートは、それぞれのストレージ システム リソースの監視に役立つア
グリゲート容量レポートの作成方法を説明するためのサンプルです。

容量がフルに近づいているアグリゲートを表示するレポートの作成
容量がフルに近づいているアグリゲートを検出するレポートを作成して、容量を追加した
り、ワークロードを他のアグリゲートに移したりすることができます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

次の手順に従って、容量がフルに近づいているアグリゲートを表示するカスタム ビューを
作成し、そのビューのレポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [アグリゲート]をクリックします。

2. [表示]メニューで、[容量] > [すべてのアグリゲート]を選択します。
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3. [表示 / 非表示]を選択して、レポートに不要な列を削除します。

4. フィルタ アイコンをクリックして次のフィルタを追加し、[フィルタを適用]をクリック
します。

• フルまでの日数が45日未満

5. 「フルまでの日数」列の上部をクリックして、容量がフルに達するまでの残りの日数が少
ない順に結果をソートします。

6. ビューの内容を表す名前でビューを保存し（例：「Days to full aggregate capacity」）、チェッ
ク マーク（ ）をクリックします。

7. インベントリ ページの [スケジュール済みレポート]ボタンをクリックします。

8. 新しいレポートのスケジュールを定義できるよう、[スケジュールの追加]をクリックして
[スケジュール済みレポート]ページに新しい行を追加します。

9. レポート スケジュールの名前を入力し、他のレポート フィールドに情報を入力して、行
の末尾にあるチェック マーク（ ）をクリックします。
テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リ
スト内の受信者にEメールで送信されます。

次のタスク

レポートに表示された結果を基に、容量がフルに近づいているアグリゲートのストレージを
拡張できます。また、アグリゲートのスペースが少なくなった場合に早めにイベントを受信
して対応できるように、「フルまでの日数」容量しきい値をデフォルトの7日より多い日数に
引き上げることができます。

80%以上フルのアグリゲートを表示するレポートの作成
80%以上フルのアグリゲートを表示するレポートを作成できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

次の手順に従って、80%以上フルのアグリゲートを表示するカスタム ビューを作成し、その
ビューのレポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [アグリゲート]をクリックします。

2. [表示]メニューで、[容量] > [すべてのアグリゲート]を選択します。

3. [表示 / 非表示]を選択して、レポートに不要な列を削除します。

4. 「使用可能なデータ（%）」列と「使用済みデータ（%）」列を、「アグリゲート」列の近く
にドラッグします。

5. フィルタ アイコンをクリックして次のフィルタを追加し、[フィルタを適用]をクリック
します。

• 使用済みデータ（%）が80%を超えている

6. 「使用済みデータ（%）」列の上部をクリックして、結果を容量の割合でソートします。
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7. ビューの内容を表す名前でビューを保存し（例：「Aggregates nearing full」）、チェック マー
ク（ ）をクリックします。

8. インベントリ ページの [スケジュール済みレポート]ボタンをクリックします。

9. 新しいレポートのスケジュールを定義できるよう、[スケジュールの追加]をクリックして
[スケジュール済みレポート]ページに新しい行を追加します。

10. レポート スケジュールの名前を入力し、他のレポート フィールドに情報を入力して、行
の末尾にあるチェック マーク（ ）をクリックします。
テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リ
スト内の受信者にEメールで送信されます。

次のタスク

レポートに表示された結果を基に、一部のアグリゲートからデータを移動できます。

オーバーコミットされたアグリゲートを表示するレポートの作成
アグリゲートのストレージ容量と使用状況を分析するために、オーバーコミットされたアグ
リゲートを表示するレポートを作成できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

次の手順に従って、オーバーコミットのしきい値を超えているアグリゲートを表示するカス
タム ビューを作成し、そのビューのレポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [アグリゲート]をクリックします。

2. [表示]メニューで、[容量] > [すべてのアグリゲート]を選択します。

3. [表示 / 非表示]を選択して、レポートに不要な列を削除します。

4. 「オーバーコミット容量（%）」列を「アグリゲート」列の近くにドラッグします。

5. フィルタ アイコンをクリックして次のフィルタを追加し、[フィルタを適用]をクリック
します。

• オーバーコミット容量（%）が100%を超えている

6. 「オーバーコミット容量（%）」列の上部をクリックして、結果を容量の割合でソートし
ます。

7. ビューの内容を表す名前でビューを保存し（例：「Aggregates overcommitted」）、チェック
マーク（ ）をクリックします。

8. インベントリ ページの [スケジュール済みレポート]ボタンをクリックします。

9. 新しいレポートのスケジュールを定義できるよう、[スケジュールの追加]をクリックして
[スケジュール済みレポート]ページに新しい行を追加します。

10. レポート スケジュールの名前を入力し、他のレポート フィールドに情報を入力して、行
の末尾にあるチェック マーク（ ）をクリックします。
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テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リ
スト内の受信者にEメールで送信されます。

次のタスク

レポートに表示された結果を基に、アグリゲートに容量を追加したり、特定のアグリゲート
からデータを移動したりすることができます。

ボリューム容量レポートのカスタマイズ
以下に記載するサンプルのカスタム レポートを使用して、ボリュームの容量とパフォーマ
ンスに関連する潜在的な問題を特定して対処することができます。

Snapshotの自動削除がオフで容量がフルに近づいているボリュームを特定する
レポートの作成

Snapshotの自動削除機能が無効になっていて容量がフルに近づいているボリュームをリスト
するレポートを作成できます。このレポートは、Snapshotの自動削除を設定する必要がある
ボリュームを特定するのに役立ちます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

次の手順を実行して、必要な列を正しい順序で表示するカスタム ビューを作成し、その
ビューのレポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [ボリューム]をクリックします。

2. [表示]メニューで、[容量] > [すべてのボリューム]を選択します。

3. [表示 / 非表示]を選択して、レポートに不要な列を削除します。

4. 「Snapshotの自動削除」列と「フルまでの日数」列を、「使用可能なデータ容量」列の近く
にドラッグ アンド ドロップします。

5. フィルタ アイコンをクリックして次の2つのフィルタを追加し、[フィルタを適用]をク
リックします。

• フルまでの日数が30日未満

• Snapshotの自動削除が無効

6. [フルまでの日数]列の上部をクリックして、残りの日数が最も少ないボリュームがリスト
の先頭に表示されるようにします。

7. ビューの内容を表す名前でビューを保存します（例：「Vols near capacity」）。

8. インベントリ ページの [スケジュール済みレポート]ボタンをクリックします。

9. レポート スケジュールの名前を入力し、他のレポート フィールドに情報を入力して、行
の末尾にあるチェック マーク（ ）をクリックします。
テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リ
スト内の受信者にEメールで送信されます。
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次のタスク

レポートに表示された結果を基に、ボリュームでSnapshotの自動削除を有効にしたり、使用
可能なスペースを増やす方法を特定したりすることができます。

シンプロビジョニングが無効なボリュームが使用しているスペースを確認するレ
ポートの作成

シンプロビジョニングされていないボリュームは、ボリューム作成時に定義されたスペース
の全容量をディスク上で占有します。シンプロビジョニングが無効になっているボリュー
ムを特定することで、特定のボリュームでシンプロビジョニングを有効にする必要があるか
どうかを判断できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

次の手順を実行して、必要な列を正しい順序で表示するカスタム ビューを作成し、その
ビューのレポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [ボリューム]をクリックします。

2. [表示]メニューで、[容量] > [すべてのボリューム]を選択します。

3. [表示 / 非表示]を選択して、レポートに不要な列を削除します。

4. 「使用済みデータ（%）」列と「シンプロビジョニング」列を、「使用可能なデータ容量」
列の近くにドラッグ アンド ドロップします。

5. フィルタ アイコンをクリックして[シンプロビジョニング]を[いいえ]とするフィルタを
追加し、[フィルタを適用]をクリックします。

6. 「使用済みデータ（%）」列の上部をクリックして、割合が最も高いボリュームがリスト
の先頭に表示されるように結果をソートします。

7. ビューの内容を表す名前でビューを保存します（例：「Vols no thin provisioning」）。

8. インベントリ ページの [スケジュール済みレポート]ボタンをクリックします。

9. 新しいレポートのスケジュールを定義できるよう、[スケジュールの追加]をクリックして
[スケジュール済みレポート]ページに新しい行を追加します。

10. レポート スケジュールの名前を入力し、他のレポート フィールドに情報を入力して、行
の末尾にあるチェック マーク（ ）をクリックします。
テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リ
スト内の受信者にEメールで送信されます。

次のタスク

レポートに表示された結果を基に、特定のボリュームでシンプロビジョニングを有効にする
ことができます。
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クラウド階層へのデータの移動が必要なFabricPoolアグリゲート上のボリュー
ムを特定するレポートの作成

現在FabricPoolアグリゲートにあってクラウド階層に関する推奨事項があり、さらに大量の
コールド データがあるボリュームのリストを記載したレポートを作成できます。このレ
ポートを使用して、特定のボリュームの階層化ポリシーを「自動」または「すべて」に変更
して、より多くのコールド データをクラウド階層にオフロードする必要があるかどうかを
判断できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• FabricPoolアグリゲートを設定しておく必要があります。また、それらのアグリゲート上
にボリュームが必要です。

タスク概要

次の手順を実行して、必要な列を正しい順序で表示するカスタム ビューを作成し、その
ビューのレポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [ボリューム]をクリックします。

2. [表示]メニューで、[パフォーマンス] > [すべてのボリューム]を選択します。

3. 「ディスク タイプ」列がビューに表示されていることを確認します。
他の列を追加または削除して、レポートにとって重要なビューを作成します。

4. 「ディスク タイプ」列を「クラウドの推奨事項」列の近くにドラッグ アンド ドロップし
ます。

5. フィルタ アイコンをクリックして次の3つのフィルタを追加し、[フィルタを適用]をク
リックします。

• ディスク タイプにfabricpoolが含まれる

• クラウドに関する推奨事項に階層が含まれる

• コールド データが10GBを超える

6. [コールド データ]列の上部をクリックして、コールド データの量が最も多いボリューム
がビューの先頭に表示されるようにします。

サンプルのカスタム レポート | 29



7. ビューの内容を表す名前でビューを保存します（例：「Vols change tiering policy」）。

8. インベントリ ページの [スケジュール済みレポート]ボタンをクリックします。

9. 新しいレポートのスケジュールを定義できるよう、[スケジュールの追加]をクリックして
[スケジュール済みレポート]ページに新しい行を追加します。

10. レポート スケジュールの名前を入力し、他のレポート フィールドに情報を入力して、行
の末尾にあるチェック マーク（ ）をクリックします。
テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リ
スト内の受信者にEメールで送信されます。

次のタスク

レポートに表示された結果を基に、System ManagerまたはONTAP CLIを使用して、特定のボ
リュームの階層化ポリシーを「自動」または「すべて」に変更し、より多くのコールド デー
タをクラウド階層にオフロードできます。

qtree容量レポートのカスタマイズ
以下に記載するサンプルのカスタム レポートを使用して、qtree容量に関連する潜在的な問
題を特定して対処することができます。

ほぼフルのqtreeを表示するレポートの作成
qtreeのストレージ容量と利用率を分析するために、ほぼフルのqtreeを表示するレポートを作
成できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

次の手順に従って、ほぼフルのqtreeを表示するカスタム ビューを作成し、そのビューのレ
ポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [qtree]をクリックします。

2. [表示 / 非表示]を選択して、レポートに不要な列を削除します。

3. 「使用済みディスク（%）」列を「qtree」列の近くにドラッグします。
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4. フィルタ アイコンをクリックして次のフィルタを追加し、[フィルタを適用]をクリック
します。

• 使用済みディスク（%）が75%を超えている

5. 「ディスク使用率（%）」列の上部をクリックして、容量の割合で結果をソートします。

6. ビューの内容を表す名前でビューを保存し（例：「Qtrees nearing full」）、チェック マーク
（ ）をクリックします。

7. インベントリ ページの [スケジュール済みレポート]ボタンをクリックします。

8. 新しいレポートのスケジュールを定義できるよう、[スケジュールの追加]をクリックして
[スケジュール済みレポート]ページに新しい行を追加します。

9. レポート スケジュールの名前を入力し、他のレポート フィールドに情報を入力して、行
の末尾にあるチェック マーク（ ）をクリックします。
テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リ
スト内の受信者にEメールで送信されます。

次のタスク

レポートに表示された結果を基に、ディスクのハード リミットやソフト リミットを調整し
たり（設定されている場合）、qtree間でデータのバランスを調整したりすることができます。

NFSエクスポート レポートのカスタマイズ
ストレージ システム上のボリュームに対するNFSエクスポートのポリシーとルールの情報
を分析できるように、[NFSエクスポート]レポートをカスタマイズすることができます。た
とえば、アクセス不能なジャンクション パスがあるボリュームやデフォルトのエクスポー
ト ポリシーを使用するボリュームを表示するように、レポートをカスタマイズできます。

ジャンクション パスにアクセスできないボリュームを表示するレポートの作成
ジャンクション パスにアクセスできないボリュームを特定するレポートを作成できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

次の手順に従って、ジャンクション パスにアクセスできないボリュームのカスタム ビュー
を作成し、そのビューのレポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [NFS エクスポート]をクリックします。

2. [表示 / 非表示]を選択して、レポートに不要な列を削除します。

3. フィルタ アイコンをクリックして次のフィルタを追加し、[フィルタを適用]をクリック
します。

• ジャンクション パスがアクティブではない

4. ビューの内容を表す名前でビューを保存し（例：「Volumes with an inaccessible junction
path」）、チェック マーク（ ）をクリックします。
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5. インベントリ ページの [スケジュール済みレポート]ボタンをクリックします。

6. 新しいレポートのスケジュールを定義できるよう、[スケジュールの追加]をクリックして
[スケジュール済みレポート]ページに新しい行を追加します。

7. レポート スケジュールの名前を入力し、他のレポート フィールドに情報を入力して、行
の末尾にあるチェック マーク（ ）をクリックします。
テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リ
スト内の受信者にEメールで送信されます。

次のタスク

レポートに表示された結果を基に、アクセスできないジャンクション パスを修正できます。

デフォルトのエクスポート ポリシーを使用しているボリュームを表示するレ
ポートの作成

デフォルトのエクスポート ポリシーを使用しているボリュームを検出するレポートを作成
できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

次の手順に従って、デフォルトのエクスポート ポリシーを使用しているボリュームのカス
タム ビューを作成し、そのビューのレポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [NFS エクスポート]をクリックします。

2. [表示 / 非表示]を選択して、レポートに不要な列を削除します。

3. 「エクスポート ポリシー」列を「ボリューム」列の近くにドラッグします。

4. フィルタ アイコンをクリックして次のフィルタを追加し、[フィルタを適用]をクリック
します。

• エクスポート ポリシーにデフォルトが含まれている

5. ビューの内容を表す名前でビューを保存し（例：「Volumes with a default export policy」）、
チェック マーク（ ）をクリックします。

6. インベントリ ページの [スケジュール済みレポート]ボタンをクリックします。

7. 新しいレポートのスケジュールを定義できるよう、[スケジュールの追加]をクリックして
[スケジュール済みレポート]ページに新しい行を追加します。

8. レポート スケジュールの名前を入力し、他のレポート フィールドに情報を入力して、行
の末尾にあるチェック マーク（ ）をクリックします。
テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リ
スト内の受信者にEメールで送信されます。

次のタスク

レポートに表示された結果を基に、カスタムのエクスポート ポリシーを設定できます。
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SVMレポートのカスタマイズ
SVMレポートを作成して、ボリューム情報を分析したり、全体の健全性とストレージの可用
性を確認したりできます。たとえば、レポートを作成して、ボリューム数の上限に達した
SVMを表示したり、停止したSVMを分析したりできます。

ボリューム数が上限に達しているSVMを表示するレポートの作成
ボリューム数が上限に達しているSVMを検出するレポートを作成できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

次の手順に従って、ボリューム数が上限に達しているSVMを表示するカスタム ビューを作
成し、そのビューのレポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [SVM]をクリックします。

2. [表示 / 非表示]を選択して、レポートに不要な列を削除します。

3. 「ボリューム数」列と「許容される最大ボリューム数」列を、「SVM」列の近くにドラッ
グします。

4. 「許容される最大ボリューム数」列の上部をクリックして、ボリューム数の多い順に結果
をソートします。

5. ビューの内容を表す名前でビューを保存し（例：「SVMs reaching max volumes」）、チェッ
ク マーク（ ）をクリックします。

6. インベントリ ページの [スケジュール済みレポート]ボタンをクリックします。

7. 新しいレポートのスケジュールを定義できるよう、[スケジュールの追加]をクリックして
[スケジュール済みレポート]ページに新しい行を追加します。

8. レポート スケジュールの名前を入力し、他のレポート フィールドに情報を入力して、行
の末尾にあるチェック マーク（ ）をクリックします。
テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リ
スト内の受信者にEメールで送信されます。

次のタスク

レポートに表示された結果を基に、SVMに割り当てるボリュームを調整できます。また、可
能であれば、System Managerを使用して許容される最大ボリューム数を変更することができ
ます。

停止しているSVMを表示するレポートの作成
停止しているすべてのSVMのリストを表示するレポートを作成できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
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タスク概要

次の手順に従って、停止しているSVMを表示するカスタム ビューを作成し、そのビューの
レポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [SVM]をクリックします。

2. [表示]メニューで、[健全性] > [すべての SVM]を選択します。

3. [表示 / 非表示]を選択して、レポートに不要な列を削除します。

4. 「状態」列を「SVM」列の近くにドラッグします。

5. フィルタ アイコンをクリックして次のフィルタを追加し、[フィルタを適用]をクリック
します。

• 状態が停止である

6. ビューの内容を表す名前でビューを保存し（例：「Stopped SVMs」）、チェック マーク
（ ）をクリックします。

7. インベントリ ページの [スケジュール済みレポート]ボタンをクリックします。

8. 新しいレポートのスケジュールを定義できるよう、[スケジュールの追加]をクリックして
[スケジュール済みレポート]ページに新しい行を追加します。

9. レポート スケジュールの名前を入力し、他のレポート フィールドに情報を入力して、行
の末尾にあるチェック マーク（ ）をクリックします。
テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リ
スト内の受信者にEメールで送信されます。

次のタスク

レポートに表示された結果を基に、SVMが停止した理由を調査して、停止しているSVMの
再起動が必要かどうかを確認できます。

ボリューム関係レポートのカスタマイズ
ボリューム関係インベントリ レポートでは、クラスタ内のストレージ インベントリの詳細
を分析できるほか、ボリュームに必要な保護レベルを把握したり、障害の原因、パターン、
スケジュールに基づいてボリュームの詳細をフィルタリングしたりすることができます。

ボリューム関係を障害の原因別にグループ化するレポートの作成
関係が正常な状態でない理由別にボリュームをグループ化するレポートを作成できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

次の手順に従って、ボリュームを障害の原因別にグループ化するカスタム ビューを作成し、
そのビューのレポートを生成するようにスケジュール設定します。
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手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [ボリューム]をクリックします。

2. [表示]メニューで、[関係] > [すべての関係]を選択します。

3. [表示 / 非表示]を選択して、「関係の健全性」列と「正常でない理由」列がビューに表示
されることを確認します。
他の列を追加または削除して、レポートにとって重要なビューを作成します。

4. 「関係の健全性」列と「正常でない理由」列を、「状態」列の近くにドラッグします。

5. フィルタ アイコンをクリックして次のフィルタを追加し、[フィルタを適用]をクリック
します。

• 関係の健全性に問題あり

6. 「正常でない理由」列の上部をクリックして、ボリューム関係を障害の原因別にグループ
化します。

7. ビューの内容を表す名前でビューを保存します（例：「Vol relationships by failure」）。

8. インベントリ ページの [スケジュール済みレポート]ボタンをクリックします。

9. レポート スケジュールの名前を入力し、他のレポート フィールドに情報を入力して、行
の末尾にあるチェック マーク（ ）をクリックします。
テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リ
スト内の受信者にEメールで送信されます。

次のタスク

レポートに表示された結果を基に、障害のタイプごとに原因と影響を調査できます。

ボリューム関係を問題別にグループ化するレポートの作成
ボリューム関係を問題別にグループ化するレポートを作成できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

次の手順に従って、ボリューム関係を問題別にグループ化するカスタム ビューを作成し、
そのビューのレポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [ボリューム]をクリックします。

2. [表示]メニューで、[関係] > [すべての関係]を選択します。

3. [表示 / 非表示]を選択して、レポートに不要な列を削除します。

4. 「正常でない理由」列を「状態」列の近くにドラッグします。

5. 「正常でない理由」列の上部をクリックして、ボリューム関係を問題別にグループ化しま
す。

6. ビューの内容を表す名前でビューを保存します（例：「Vol relationships by issue」）。

7. インベントリ ページの [スケジュール済みレポート]ボタンをクリックします。
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8. レポート スケジュールの名前を入力し、他のレポート フィールドに情報を入力して、行
の末尾にあるチェック マーク（ ）をクリックします。
テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リ
スト内の受信者にEメールで送信されます。

次のタスク

レポートに表示された結果を基に、問題のタイプごとに原因と影響を調査できます。

特定の期間のボリューム転送の傾向を表示するレポートの作成
特定の期間のボリューム転送の傾向を表示するレポートを作成できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

次の手順に従って、特定の期間のボリュームを表示するカスタム ビューを作成し、その
ビューのレポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [ボリューム]をクリックします。

2. [表示]メニューで、[関係] > [過去 1カ月の転送ステータス]を選択します。

3. [表示 / 非表示]を選択して、レポートに不要な列を削除します。

4. 「転送時間」列を「処理結果」列の近くにドラッグします。

5. フィルタ アイコンをクリックして次のフィルタを追加し、[フィルタを適用]をクリック
します。

• 転送終了時間が過去7日間以内

6. 「転送時間」列の上部をクリックして、ボリュームを期間でソートします。

7. ビューの内容を表す名前でビューを保存します（例：「Volumes by duration」）。

8. インベントリ ページの [スケジュール済みレポート]ボタンをクリックします。

9. レポート スケジュールの名前を入力して頻度を「週次」に設定し、他のレポート フィー
ルドに情報を入力して、行の末尾にあるチェック マーク（ ）をクリックします。
テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リ
スト内の受信者にEメールで送信されます。

次のタスク

レポートに表示された結果を基に、転送期間を調査できます。

失敗または成功したボリューム転送を表示するレポートの作成
ボリューム転送のステータスを表示するレポートを作成できます。このレポートでは、失敗
したボリューム転送と成功したボリューム転送の両方を確認できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。
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タスク概要

次の手順に従って、失敗した転送と成功した転送を表示するカスタム ビューを作成し、そ
のビューのレポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [ボリューム]をクリックします。

2. [表示]メニューで、[関係] > [過去 1カ月の転送ステータス]を選択します。

3. [表示 / 非表示]を選択して、レポートに不要な列を削除します。

4. 「処理結果」列を「状態」列の近くにドラッグします。

5. 「処理結果」列の上部をクリックして、ボリュームをステータスでソートします。

6. ビューの内容を表す名前でビューを保存します（例：「Volumes by transfer status」）。

7. インベントリ ページの [スケジュール済みレポート]ボタンをクリックします。

8. レポート スケジュールの名前を入力し、他のレポート フィールドに情報を入力して、行
の末尾にあるチェック マーク（ ）をクリックします。
テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リ
スト内の受信者にEメールで送信されます。

次のタスク

レポートに表示された結果を基に、転送ステータスを調査できます。

ボリューム転送を転送サイズに基づいて表示するレポートの作成
ボリューム転送を転送サイズに基づいて表示するレポートを作成できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

次の手順に従って、ボリューム転送を転送サイズに基づいて表示するカスタム ビューを作
成し、そのビューのレポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [ボリューム]をクリックします。

2. [表示]メニューで、[関係] > [過去 1カ月の転送速度]を選択します。

3. 「合計転送サイズ」列の上部をクリックして、ボリューム転送をサイズでソートします。

4. ビューの内容を表す名前でビューを保存します（例：「Volumes by transfer size」）。

5. インベントリ ページの [スケジュール済みレポート]ボタンをクリックします。

6. レポート スケジュールの名前を入力し、他のレポート フィールドに情報を入力して、行
の末尾にあるチェック マーク（ ）をクリックします。
テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リ
スト内の受信者にEメールで送信されます。
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次のタスク

レポートに表示された結果を基に、ボリューム関係を転送サイズ別に調査できます。

ボリューム転送を日付別に表示するレポートの作成
ボリューム転送を日付別に表示するレポートを作成できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

次の手順に従って、ボリューム転送を日付別に表示するカスタム ビューを作成し、その
ビューのレポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [ボリューム]をクリックします。

2. [表示]メニューで、[関係] > [過去 1カ月の転送速度]を選択します。

3. 「日」列の上部をクリックして、ボリューム転送を日付でソートします。

4. ビューの内容を表す名前でビューを保存します（例：「Volume transfers by day」）。

5. インベントリ ページの [スケジュール済みレポート]ボタンをクリックします。

6. レポート スケジュールの名前を入力し、他のレポート フィールドに情報を入力して、行
の末尾にあるチェック マーク（ ）をクリックします。
テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リ
スト内の受信者にEメールで送信されます。

次のタスク

レポートに表示された結果を基に、ボリューム転送を日付別に調査できます。

ボリューム パフォーマンス レポートのカスタマイズ
以下に記載するサンプルのカスタム レポートを使用して、ボリュームのパフォーマンスに
関連する潜在的な問題を特定して対処することができます。

FabricPool対応でないアグリゲート上の大量のコールド データを含むボリュー
ムを表示するレポートの作成

FabricPool以外のアグリゲート上のコールド データを大量に含むボリュームを表示するレ
ポートを作成できます。このレポートから、FabricPoolアグリゲートに移動する必要がある
ボリュームを特定できます。

開始する前に

• 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

タスク概要

次の手順に従って、FabricPool対応でないアグリゲート上のコールド データを大量に含むボ
リュームを表示するカスタム ビューを作成し、そのビューのレポートを生成するようにス
ケジュール設定します。
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手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、[ストレージ] > [ボリューム]をクリックします。

2. [表示]メニューで、[パフォーマンス] > [すべてのボリューム]を選択します。

3. [表示 / 非表示]を選択して、「ディスク タイプ」列がビューに表示されることを確認しま
す。
他の列を追加または削除して、レポートにとって重要なビューを作成します。

4. 「ディスク タイプ」列を「コールド データ」列の近くにドラッグします。

5. フィルタ アイコンをクリックして次のフィルタを追加し、[フィルタを適用]をクリック
します。

• コールド データが100GBを超える

• ディスク タイプにSSDが含まれる

6. 「ディスク タイプ」列の上部をクリックして、ディスク タイプ「SSD（FabricPool）」が一
番下になるようにボリュームをディスク タイプでソートします。

7. ビューの内容を表す名前でビューを保存します（例：「Cold data vols not FabricPool」）。

8. インベントリ ページの [スケジュール済みレポート]ボタンをクリックします。

9. レポート スケジュールの名前を入力し、他のレポート フィールドに情報を入力して、行
の末尾にあるチェック マーク（ ）をクリックします。
テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リ
スト内の受信者にEメールで送信されます。

次のタスク

レポートに表示された結果を基に、FabricPoolアグリゲートに移動した方がよいボリューム
を特定できます。
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マニュアルの更新について
弊社では、マニュアルの品質を向上していくため、皆様からのフィードバックをお寄せいた
だく専用のEメール アドレスを用意しています。また、GA/FCS版の製品マニュアルの初回
リリース時や既存マニュアルへの重要な変更があった場合にご案内させていただくTwitter
アカウントもあります。
本マニュアルの改善についてご提案がある場合は、次のアドレスまでコメントをEメールで
お送りください。
ng-gpso-jp-documents@netapp.com

その際、担当部署で適切に対応させていただくため、製品名、バージョン、オペレーティン
グ システム、弊社営業担当者または代理店の情報を必ず入れてください。
GA/FCS版の製品マニュアルの初回リリース時や既存マニュアルへの重要な変更があった場
合のご案内を希望される場合は、Twitterアカウント@NetAppDocをフォローしてください。
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